
2. 呈1 石養 魚 場

A ヤマトゴイ(在来種〉とアサギゴイの成長比較試験

試験の目的

在来種(ヤマトゴイ)と新種(アサギゴイ)の成長比較を行ない，今後の増養殖用種苗の生産指針

に資するO

E 試験内容

1 試験期間

自昭和50年5月15日至昭和50年 10月15日

2 試験場所

青森県氷産試験場~是正1養魚場， ヤマトゴイ 2号育成池， アサギゴイ 3号育成池

3 試験担当者

黒石養魚場長 山口飯治，

4 調査方法

技師 林義孝

ヤマトゴイとアサギゴイの同尾数 (43尾)を夫々の育成池に入れて育成試験を実施した。

給餌は午前 10時，午後2時の 2回，栗原等の水温別魚、体別給餌率表によって給餌した。父，魚、

体測定は1ヶ月毎に取揚げ.MS-222による麻酔の上行なった。

5 試験魚

アサギゴイ:昭和 45年淡水研上田支所より小川原湖漁協経由で入子し，当場で育成した親魚よ

り，昭和 48年自家生産した 2才魚(前年度試験魚の残り)。

ヤマトゴイ:当場において従来より種苗生産用親魚、として育成していた親魚、から昭和48年自家

生産した 2才魚。

皿 試験結果

1. 成長経過

1 2 3日間の飼育でアサギゴイは平均体重 14 2 g， 平均全長20 9.4 71l1!1， 総重量61 3 1タか

ら平均体重 37 9.6 g， 平均全長28 7.6 71l1!1. 総重量15，1 8 4 g， 又ヤマトゴイは平均体重

1 0 7.7タ.平均全長19 3. 1 71l1!1， 総重量4，635 9から平均体重31 2.8 g， 平均体長 27 1. 2 

71l1!1， 総重量10， 0 1 1 9となった(表1.2アサギゴイ，ヤマトゴイ飼育経過表)。

1 fCI当り成長率は，水温上昇期ではヤマトゴイ，水温下降期ではアサギゴイがそれぞれ優れてい

た。又，総重量についで 5月を基準とした増重量率については，ヤマトゴイが優れていた。

2 餌料効率

餌料効率は成長率と同様，水温上昇期にはヤマトゴイ，水温下降期iこはアサギゴイがそれぞれ優

れていた。 (閃一 1)これは，前年度i乙行なった試験結果と異なっている。

3 生存率，体型
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アサギゴイの型車死率が低かったが決定的な差ではない。これは前年度試験と異なる。

体型について，体重一全長散布図(図-3.4)で比較したが顕著な差は認められなかった。

W 考察

試験開始時における平均体重がヤマトゴイ 10 7.7 g. アサギコイ 14 2.5 9と魚体の大きさにか

なりの差があったが，水温上昇期 (5月-8月)にはヤマトゴイ，水温下降期(8月-1 0月)には

アサギゴイが良い成長率，餌料効率を示し. 2ヶ年iこ亘る本試験では，その優劣を決することは出来

なかった。

今後より綿密な試験計画と試験管理による比較試験に期待したい。

第 1表 ヤマトゴイ飼育経過表

:ニ熱5月 15日 6月16日 7月 15日 8月15日 9月 16日 1 0月15日

。 3 2 6 1 9 2 9 4 123 

放養尾数 4 3 4 2 4 0 3 9 32 3 2 

放養重量(勿 4 6 3 5 5 563 68 3 2 9 430 9 0 75 1 0 0 1 1 

放養平均体重(タ} 1 0 7. 7 132.4 1 7 0.8 2 4 1. 8 283.5 3 1 2.8 

取湯尾数 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 

取楊重量タ) 32 4 5 3 9 74 5 1 2 4 725 4 8 24 7 9 53 7 

取傷事均体重(タ) 1 0 8. 1 1 3 2.4 1 7 0.8 2 4 1.8 2 7 4.9 3 1 7. 9 

死亡尾数 2 ※ 。
死亡重量(fI) 1 20 413 9 5 ※ 。
総給餌景伊) 2 5 6 0 322 4 570 4 7 5 4 5 5 0 1 7 

増重量(勿 9 28 1 2 6 9 2 69 3 9 3 6 

死亡率(強 2.3 4. 7 2.5 。
生存率(?6) 9 7. 7 9 5.3 9 7.5 100 100 

餌料効率 36.2 5 2.1 4 7. 2 ※※ 1 9.2 1 8.6 

成長率%/d 0.62 o. 7 8 1. 2 7 O. 3 5 

給餌率$6) 1. 7 2.0 2.2 2. 5 1.9 

※ 7尾.逃失した。 (8/1 5と9/15の夫々の項目値の平銭殖をとって記載すべきである)

※※ 補正餌料効率
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第 2表 アサギゴイ間育経過表

、調査そ項で占測青J白数日
5月 15日 6月 16日 7月 15日 8月 15日 9月 16日 1 0月 15日

。 3 2 6 1 9 2 9 4 123 

放養尾数 4 3 4 2 4 2 4 2 4 0 4 0 

放養重量(釣 613 1 7 0 6 7 8 9 9 2 1 1 167 1 3 0 3 7 1 5 1 8 4 

放養羽勾体重勿 1 4 2. 5 168.2 2 1 4.1 2 6 5.9 325目9 3 7 9.6 

取揚尾数 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 

取揚重量If}) 4 4 0 4 504 8 6 4 2 3 7 9 7 7 988 8 1 1 546 

取揚平均体重タ 1 4 6.8 168.2 2 1 4.1 2 6 5.9 3 2 9.6 3 8 4.4 

死亡尾数 。 。※ 。 。
死亡重量(タ) 120 。 。※ 。 。
総給餌量 3 5 20 409 7 6 1 3 8 89 3 4 640 9 

増重量(鈎 936 1 925 2 1 7 5 2 1 4 7 

死亡率(錦 2. 3 。 。 。 。
生存率(働 9 7. 7 1 0 0 100 1 0 0 1 0 0 

餌料効率~) 2 6.5 4 6.9 3 5. 4 2 7.5 33.4 

成長率%/d 0.4 7 0.9 3 o. 7 7 o. 5 2 o. 5 6 

給餌率係) 1.8 2.0 2.2 2.5 1. 7 

※ 2尾逃失した。
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B 稲葉の産卵藻代用試験

調査目的

産卵用の魚巣に使用ナる金魚藻の代用品として稲葉の利用の可否を検討する。

E 試験場所

青森県水産試験場，黒石養魚場

皿 試験期間

昭和50年6月~昭和50年 7月

W 調査員

黒石養魚場長山口策治， 技師林義孝， 協力者小野三佐男

V 調査方法

l 産卵率調査

当場の 1号池を5つに区切り，魚種ごと親魚を入れて観察し，産卵行動の開始と同時に魚巣を

500g~2000gを投入し，産卵行動が終了したと認められた時点で，全量の魚巣を回収し

た。

全重量を計測した後 1 0 分割i去により 1/20~1/70 量の魚巣をとり，付着卵を計数し，

単位重量当り付着卵数及び全産卵数を計算した。

2 解化率調査

産卵率調査で計数した付着卵を40X25X7cmのパットに入れ，毎日 9時， 1 5時に観察し，

全卵が瞬化文はへい死を確認した後，計数して勝化率を計算した。

明調査結果

結果を整理すると下表のとおりになる。

ミミミミ 金 魚 藻 稲 藁

最高値 最低値 平均値 最高値 最低値 平均値

単位重量当り付着数〈粒) 38.05 1.05 12.91 3.90 0.41 1.53 

全付着数 (粒) 100.262 1，215 21， 715 1，609 637 1，043 

卵手 化 率 ( %) 99.1 8.6 69.3 71.4 8.1 35.8 

vn考察
魚巣として金魚藻と稲藁を使用した場合の附着率及びふ化率を比較すると単位重量の付着数で 8

倍，全付着卵数で 20倍，勝化率で1.9倍と金魚藻の方が優れている結果が出た。

-327-



この結果の一因として考えられることは，稲藁が硬度のため，取上げ等の取扱いの際に擦れによる

損傷のためと思われる。

第 1表 試験結果表

ML 
産卵率試験

定時気温 定時水温 魚 種

魚巣材量 計数量 計数卵数 単位当り付着卵数

6/20 20.8 1 5.6 和 金
キンギョモ 2 8 g 9 3 3. 7 2 
1 3 1 5 g 

2 /20 20.8 1 5. 6 朱文金
キンギョモ

4 2 5 1 1. 2 1 
1 180 

3 /21 1 8町2 和 金
稲葉

1 10 8 7 0.79 
20 3 8 

18.2 
キンギョモ

3 5 183 5.2 2 

朱文金
26 0 

4 /21 

1 8.2 
稲 藁

4 8 5 0 1. 0 4 
1 8 0 0 

5 /22 1 6. 1 1 5.0 出目金
キンギョモ 2 5 194 7.7 6 
7 4 7 

6 /22 1 6.1 1 5.0 キャリコ
キンギョモ

2 5 2 9 1 1 1. 6 4 
878 

7 /22 1 6.1 1 5.0 琉 金
キンギョモ

3 5 6 9 1. 9 7 
20 6 5 

8 /23 2 O. 5 1 5.9 朱文金
キンギョモ 3 7 3 9 1. 0 5 
1 1 5 5 

9 /23 2 O. 5 1 5.9 琉 金
稲葉

8 0 4 2 o. 5 3 
7 5 7 

10 /23 2 O. 5 1 5.9 出目金
キンギョモ

3 3 7 0 2. 1 2 
1 2 1 5 

11 /24 1 6. 1 1 5.8 琉 金
稲葉 11 2 4 6 0.4 1 
1 3 4 1 

12 /24 1 6. 1 1 5. 8 キャリコ
キンギヨモ

1 2 130 1 O. 8 3 
1 7 8 0 

13 7/1 6 2 7.6 1 9.4 出目金
キンギョモ

3 7 857 2 3. 1 6 
143 5 

14 /16 27.6 1 9.4 キャリコ
キンギョモ

2 5 560 2 2.40 
2 0 8 5 

15 /16 2 7. 6 1 9. 4 琉 金
キンギョモ

2 0 761 3 8. 0 5 
2 6 3 5 

16 /16 27.6 19.4 和 金
キンギョモ 1 9 266 1 4.00 
2 4 3 9 

17 /1 6 27.6 1 9.4 朱文金
キンギョモ

1 4 5 2 8 3 7.0 1 
1 0 3 1 

稲葉
18 / 1 7 2 7.2 2 0.8 琉 金

3 7 2 
2 2 8 6 3.90 

19 /1 7 27.2 2 0.8 和 金
稲藁 1 4 3 5 2.50 
147 
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従って，擦れによる損傷を防ぐために柔軟な材料を使用することによって，或る程度カーパーし得

るものと考えられる。

勝化率試験

全付着卵数 試験卵数 卵字化確認卵数 勝化率 全勝化までの日数

4，892 9 3 8 8.6 4 

1， 4 3 2 5 1 1 0 1 9. 6 4 

1，6 0 9 8 7 3 9 44.8 7 

1， 3 5 9 1 8 3 122 66.7 7 

1，8 7 4 5 0 2 4 4 8. 0 7 

5， 7 9 6 194 169 8 7. 1 6 

1 0，2 20 291 2 70 9 6. 9 6 

4，0 7 0 6 9 5 4 7 8. 3 6 

1，2 1 5 3 9 2 8 7 1. 8 7 

4 0 1 4 2 5 1 1. 9 7 

2，5 7 7 7 0 3 5 5 0.0 7 

5 5 0 4 6 1 4 3 0，4 6 

1 9，2 2 4 130 8 9 6 8. 5 6 

3 3. 2 3 7 857 6 23 7 2.7 4 

4 6， 7 0 4 5 60 555 9 9.1 4 

o 0，2 62 761 6 55 8 6.1 5 

34，1 46 2 6 6 234 8 8.0 7 

3 8，8 7 9 5 28 415 7 8.6 7 

1，4 5 4 8 6 7 8. 1 6 

3 6 7 3 5 2 5 7 1. 4 6 
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C 漁業公害監視事業

調査の目的

漁場環境の監視及び漁業公害に関する情報収集並びに被害の防除措置に関する指導等を行なうこ

とにより， 内水面漁場の保全を企り，もって漁業経営の安定に資することを目的とする。

E 調査場所

岩木川水系のうち，岩木川と平川合流点(弘前市大JIJ) .平JIIと浅瀬石川合流点(藤崎町百田)。

園調査員

黒石養魚場技師林義孝

W 調査項目及び方法

1.水温

2 気温

3. P H 

4. D. 0 

5 透視凌

6. B. O. D 

V 調査結果

D. 0メーター(

縁状温度計

ガラス電極法〈日立ホリバー)

D. 0メータ ( 

透視度計(水道法50 cm) 

2 0 T 5日間法

)付属水温計

1 水 温・・・ 最高水温 29.4 'c.最低水温 0.2'c.月別平均水温は図一 2のとおりであっ
た。

平川矯で冬期間，高温iこ推移するのは，新鳴瀬橋に比較して，都市排水の影

響が大きいためと思われる。

2. D. 0 ・・・ 最高値 11 8弘最低値 88.0 %で，とくに問題となる値は出現しなかった。

3. P H ... 出現頻度は図 3のとおりであった。

4. 透視度・・・ 図-4のとおりの推移であった。透視度の推移は，災害の発也又は河JII'乙

係わる工事と密接な関係があった。

5. B 0 D .・・ 冬期間の観測結果しかないが，最高値 5.02p p m. 最低値0.69 p p m. 

VI 考察

水産環境水質基準iこ云う自然繁殖に必要な 3p p m以下の条件を満しているの

は，新鳴瀬橋で 42%. 平川橋で63%にとどまり，若干の問題があるものの

生育条件 5p p m以下の条件は満している。

本年度は岩木川水系では，漁業公害発生の報告はなかったが. BO D. 透視度にみられるように

その環境条件に余裕がなく，今后の漁場環境保全に依本的な対策が望まれる O
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第 1図採水地点 N 

美山湖

-331 -

浅瀬石川

大鰐

里
山
石
市



月平均水温推移第2図
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透視度年間推移第 4図
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指導件数

コ イ ーー ジマ 2、 ヤ マメ す ケ

4 9件 3 9件 1 0件 2 0件 場内分を除く

マコ‘イ種卵種苗生産高および配布数

種苗配布数 残 高

3A15ρ00粒 1 1，015000粒| 717500尾| 717，250尾| 2 50尾

イロゴイ種卵種苗生産高および配布数

種卵生産高数 種9阿己布数 種苗生産高数 種苗配布数 残 高

2;n5，OOO粒 1275ρ00粒 26000尾 26000尾 。

キンギヨ種卵生産高配布数

種卵生産高数 種卵配布数 種苗配布数 種苗配布数 残 高

1230ρ00粒| 1，230ρ00粒 。 。 。
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